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勢田川流域等浸水対策協議会 

 

【日 時】平成 30 年３月 29 日（木）16:00～17:00 

【場 所】伊勢市防災センター 2 階 防災研修室 1 

【出席者】別紙の通り 

 

 
 

1．開会 

 

 「勢田川流域等浸水対策協議会」を開会した。 

 

２．挨拶 

 

伊勢市長 

緊急的に実施する整備については、調整を進め再度の被害がないように早期実

施をお願いしたい。 

また、浸水対策実行計画に盛り込む整備内容や整備時期について協議を進め策

定に向けて国・県・市が協力して進めていくことが重要。 

 

３．議事 

（１）浸水被害軽減のための取組 

 

事務局から配布資料１により説明を行った。 

 

 

（２）当面（平成 30 年）の取組 

 

   各機関が配布資料２により説明を行った。 

 

（３）その他 

 

次回の協議会の開催時期は、浸水対策実行計画の策定後とする説明を行った。 

 

１．開 会 
 

２．挨 拶 
 
３．議 事 
（１） 浸水被害軽減のための取組             ・・・資料１ 

 
（２） 当面（平成 30 年）の取組              ・・・資料２ 

 
（３） その他 

     
  
４．閉 会 
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【協議結果】 

 

１）協議会で共有した事項 

 

    ・第１回協議会において、台風第 21 号による伊勢市内の浸水の主要因が内

水被害であったことを踏まえ、浸水被害の軽減に向けたハード対策（河川

整備や排水対策）及びソフト対策（迅速で確実な避難誘導を促す対策）に

ついて各機関の対策メニューさんを整理した。一部の対策については、先

行して実施中。 

 

    ・市は、内水のハザードマップを作成する。 

 

    ・三重県は桧尻川の改修（引堤）を進めていく。 

 

    ・三重県管理区間への危機管理型水位計の設置箇所については、市の設置箇

所と調整する。 

 

    ・当面（平成 30 年）の取組として、国は平成 29 年度補正予算により、勢田

川の河床掘削を開始するとともに、第１回協議会において市長からの要望

を受けて、台風第 21 号時に溢水した箇所において緊急的な堤防嵩上げを

行う。 

 

    ・国は平成 29 年度補正予算により、勢田川４．６k付近に危機管理型水位計

を３月末に設置した。 

 

２）協議会で合意した事項 

 

    ・今回の第２回協議会において整理された対策メニューをもとに、今後、市・

県・国の連携した取り組みによる効果的な浸水軽減対策とするべく、浸水

対策実行計画を速やかに策定していく。 

 

４．閉会 

 

 「勢田川流域等浸水対策協議会」を閉会した。 

 


